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コミュニティ FM の番組制作と災害復興・地域防災に関するアクション・リサーチ(継続)

代表研究者 渥 美 公 秀 大阪大学大学院人間科学研究科 教授

共同研究者 石 塚 裕 子 （公財）ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 主任研究員 

1 はじめに 

本研究は、東日本大震災で壊滅的な被害を受け、ようやく復興過程に進みつつある岩手県九戸郡野田村に

おいて、昨年度、開局準備中のコミュニティ FM 局における住民参加型の番組の制作過程に参与して展開して

きたアクション・リサーチ(2017 年度)を、その過程で得た現場のネットワークを通じてさらに進展させ、よ

り被災地復興に寄与する成果を得ようとするものである。具体的には、昨年度の実績を踏まえて、次の２点

において発展的な課題に取り組むアクション・リサーチを展開した。 

(1)地域へのアイデンティが高まる番組の制作からコミュニティ・アーカイブへ：ラジオ番組のオープンア

ーカイブ化 

昨年度における番組作成の経験、および、その困難の改善を踏まえて、さらに番組数を増やした。ただし、

単純に増やすのではなく、昨年度冒頭に行ったアーカイブ研究会の成果を踏まえて、住民は出演者として関

わりだけでなく、地域として何を記録し、記憶していくのかを考えていくコミュニティ・アーカイブ

（e.g.,Cook, 2013；佐藤・甲斐・北野、2018）の構築へと発展していけるように制作過程を改善して取り組

んだ。 

(2)地元中学校との共同によるアーカイブの利活用を経た番組制作へ：生徒による番組制作のアクション・

リサーチ

昨年度の研究で協力を仰いだ小学校教員との協議を経て、震災を地震の体験として記憶し、昨年度制作し

たラジオ番組のアーカイブを視聴している中学 1年生の生徒を対象として、「地元を調べる学習」と連携し、

その成果発表会を介した番組制作を実施することによって、地域へのアイデンティティ強化、復興・防災の

促進へと繋げるアクション・リサーチを推進した。 

ここでは、両者を一括して報告し、コミュニティ・アーカイブの観点から、コミュニティ FM の番組制作が

災害復興・地域防災にどのように貢献しうるかということを考察する。まず、先行研究については、昨年度

から大きな学術的転換はないため、最新の研究成果に言及しつつも、基本的には昨年度に行ったレビューを

微修正し、再掲する。 

コミュニティ FM は、地域に根ざした公共性(小さな公共圏)を形成・維持・発展させる可能性をもったメデ

ィアとして捉えられてきた。公共性の創生・維持・変容とその機能については、ハーバーマス(1994 原著

1990)による市民的公共圏の議論に端を発し、その範囲や構成主体などについて、多様な議論の経緯がある(例

えば、Carran & Gurevitch,1991)。最近、北郷(2015)は、コミュニティ FM に関連する公共圏の議論を整理し、

コミュニティ FM を「住民自らの参加と創造を伴うコミュニケーション」を醸成するメディアとして位置づけ、

小さな公共圏の確立に向けた方略に関する議論を展開した。また、同様の立場から、国内外の様々な事例も

報告されている（例えば、松浦・川島,2010）。

一方、災害研究においては、コミュニティ FM は、臨時災害放送局に代表されるように、緊急時に地域に即

した情報を受発信するメディアとして注目を浴びることが多い(北郷,2015)。しかし、災害復興過程における

コミュニティ FM については、その必要性が阪神・淡路大震災当時から議論され、東日本大震災以降は、各地

で研究会も開催されている(江幡,2016)ものの、十分な研究の蓄積がないのが現状だという点に大きな変化は

ない。例えば、臨時災害放送局からの移行に関する運営上の諸課題(一例として、臨時災害放送局の際に得ら

れた緊急支援的な財政・人的支援が、移行時に皆無になる可能性)が指摘されており、それを凌駕する方略の

必要性も指摘されているが、未だ範例となるべき事例を追った研究は乏しいのが現状である。

災害復興過程に関する社会科学的な研究は、国内では、2004 年の新潟県中越地震を１つの転機として、ま

た、アメリカでは、2005 年のハリケーン・カトリーナを契機として、徐々に蓄積されつつある。例えば、宮

本・渥美・矢守(2012)は、災害復興過程における外部者の役割に関して、外部者の介在による地域の身体的

な知の言語化が、地域の内発的復興を促進することを事例研究によって示し、その事例を理論的に整理して

いる。また、2004 年新潟県中越地震からの復興について、比喩(metaphor)を交えた長期的な復興過程に関す
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る報告もなされたところである（Atsumi, Seki, & Yamaguchi, 2019）。一方、東日本大震災については、岩

手県野田村における地域の諸団体・組織に動向について事例研究と理論的考察が蓄積されつつある(李・渥

美,2014,2015,2016)。アメリカでは、ニューオリンズ周辺の復興について、社会的資本と人口回復に関する

実証的な研究（Aldrich, 2012）や、社会階層、エスニシティ、諸団体のネットワークなど多様な観点から実

証的・理論的研究（Brunsma, Overfelt, Picou, 2007）も公刊されている。中国では、2008 年四川大地震か

らの復興について特徴的な動きが見られることがようやく日本に知られるようになったところ(林・渥美、

2018)であって、未だ本研究に資する実証的・理論的情報とはならないようである。一方、防災教育に関する

研究は、防災に関心のある人々から、防災に関心のない人々をも防災行動へと導く様々な手法が開発され、

実践が蓄積されており（例えば、渡邊、2001;矢守・諏訪・舩木,2007）、理論的には、減災学として体系化す

る試みも生まれつつある(矢守・宮本,2016)。また、阪神・淡路大震災 25 年を前に、国際的な動向を踏まえ

て、これまでの防災に関する理論的枠組みを整理する試み(例えば、ひょうご震災記念 21 世紀研究機構、2019)

が緒に就いたばかりである。海外でも、復興期を視野に入れた学校場面での防災教育の拡張(例えば、Lai, 

Esnard, Lowe, & Peek, 2016)など多様な展開が見られる。 

復興過程、防災行動ともに研究が進展しつつある中で、それらを統合的に考察する研究は見当たらない。

そこで、本研究は、コミュニティ FM を通じて、こうした既存の研究を通貫する視座を得ることを目的とした。

コミュニティ FM には、背後に制度的”障壁”が存在することは事実だとしても、今一度、従来の理論的研究

を発展的に継承し、災害復興研究・防災教育研究における現状を総合的に把握し、さらに、アーカイブ機能

などの多様な知見を取り込み、具体的な復興事例を丹念に追うことが必要な段階にある。

2 研究方法 

本研究は２つの方法で展開した。まずは、昨年度に把握した災厄に関するアーカイブの動向を踏まえ、代

表研究者が発災直後から災害ボランティアとして救援活動を行った岩手県野田村において、復興に向けて住

民有志が取り組んでいる「のだむラジヲ開設準備会」、および、野田村役場の復興展示室担当者と恊働しなが

ら、被災者等の震災の記憶や伝承に関

するラジオ番組を追加制作し、これま

でに制作した番組とともに、オープ

ン・アーカイブ化した。次に、制作し

たラジオ番組をアーカイブとして活用

する試みとして、野田中学校 1年生が

取り組む「地域を調べる学習」と連携

し、その成果発表の場である生涯学習

発表会の場を介して、中学生による番

組制作（および、そのアーカイブ化）

を行い、地域アイデンティティの醸成、

復興・防災の促進を図った。なお、ア

ーカイブは、野田村が開設した復興展

示室で保管、視聴できるようにした。

図 1 研究の構成 

3 結果 

3-1 ラジオ番組のオープン・アーカイブ化

（1）最近の傾向(昨年度成果)

最近では、アーカイブの評価・選別はアーキビストといわれる専門家だけでなく、市民が参画し

てアーカイブを構成していく手法（Community Archive）が日本でも注目されてきた（例えば、せ

んだいメディアテーク「3がつ 11 にちをわすれないためにセンター（わすれン！）」）。ここで重視

されるのは、災害時におけるマスメディアによる報道と、市民が体験していることの乖離への実感
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から、当事者の視点で記録を残すことである。 

（2）岩手県野田村における東日本大震災アーカイブの状況 

  東日本大震災では、復興構想 7原則に「大震災の記録を永遠に残し、広く学術関係者により科学

的に分析し、その教訓を次世代に伝承し、国内外に発信する」と提言され、震災デジタルアーカイ

ブの構築をはじめ、震災遺構の保存、活用、震災復興祈念公園の整備などが取り組まれている。 

 岩手県野田村では、2018 年 3 月に津波記念碑が建立され（写真１）、2019 年 3 月に復興展示室が

オープンした（写真２）。また、居住制限区域に整備された都市公園内の休憩施設にも震災当時の

様子や復興過程の資料が展示され、一部に震災遺構も残されている。 

 津波記念碑は、最も被害が大きかった地域の町内会が解散することをきっかけに、亡くなった住

民の鎮魂と後世への伝承を願って記念碑の建立が発議された。行政との協議を経て、地元の郷土史

グループを中心とした住民有志が発起人となって協賛金を募り建立されたものであり、整備過程か

ら住民による住民のための伝承施設となっている。 

 復興展示室は、村役場主導で整備されたが、地元の高校教員、外部支援者（筆者ら）、行政担当

による検討会が設置され、協議を経て 2019 年 3 月に開館した。地元の工業高校生による備品の制

作、外部支援団体が作成した模型が展示されるなど、多様な関係者の協力により完成した。当該施

設は、緊急避難所スペースを活用した空間であることから、展示は固定化されたものではなく、入

れ替え可能な構造となっており、今後、住民による活用、展示の充実、更新が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１：津波記念碑と都市公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 復興展示室 
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（3）のだむラジヲ開局準備会の概要 

のだむラジヲは、2011 年 12 年に地元住民と災害ボランティアの有志によりコミュニティラジオ

放送研究会として発足した。きっかけは、東日本大震災である。停電のためにテレビから情報が得

られない中で、ラジオの役割を再認識し、行政からだけでなく住民自らが災害時に情報提供、発信

の必要性を感じ、コミュニティラジオが必要だと地元住民が感じたからである。2012 年、2013 年

の 2 ヶ年は、地元有志と災害ボランティア、震災復興のコミュニティについて学ぶ大学生により、

8月の夏祭りにイベント放送を実施した。その後、開局をめざした本格的な活動への機運が高まり、

「開局準備会」を 2013 年 12 月に村民有志で設立し、活動理念を「野田村のための野田村村民によ

るラジオ」とした。 

活動としては村民が集まる夜市や季節行事の会場、仮設住宅集会所など様々な所で放送を行い、

2014 年度には、県域放送局よる地域限定の試験放送事業にも参画した。のだむラジヲ開局準備会は

４年目を迎えたあたりから、ようやく村民の活動へと広がりをみせ、単に災害時の情報伝達手段と

してのラジオではなく、村民自身が村での暮らしぶりや歴史文化を見つめなおす機会となり、災厄

の教訓を記憶し、村の復興、自らの未来を語り発信するツールとしてのラジオを創ろうとしてきた。 

しかし、2018 年 2 月に「のだむラジヲ祭」を開催して以来、ラジオ局開設への動きは沈静化して

きた。開局に向けた安定した資金と地元の人材の不足が主たる理由である。コミュニティラジオは、

コミュニティからの資金獲得が基本であるが、そのコミュニティが小さく、さらに、復興が進んだ

とはいえ、未だその途上にあることから資金を得ることが困難である。その結果、地域の人材を安

定して雇用できる場とはならず、通常のラジオ局としての開設という目標は一旦棚上げとし、ネッ

トラジオ、イベントラジオ、そして、アーカイブ(復興展示室)に提供する番組制作の場という機能

に限定して活動を継続することとなっている。現時点では、ネットラジオに関する検討が始まった

ところであり、イベントラジオとしては地元商工会が主催する行事での放送担当、アーカイブとし

ては野田村の復興展示室への音源提供を行っている。 

(4) オープン・アーカイブ 

本研究の恊働の相手方であった「のだむラジヲ開局準備会」の活動が沈静化したため、当初予定

していたネットラジオの活用の見直しを余儀なくされた。しかし、筆者らを委員として野田村役場

の震災資料展示室企画委員会が立ち上がり、その中で、昨年度および今年度に制作した番組を展示

することができるようになった。具体的には、展示室に設置された iPad にすべての番組が納めら

れ、展示室を訪れた人々は番組を選んで聴くことができる。ただ、現状では,iPad だからこそ可能

な映像とのリンクや、番組のセキュリティ対策などに時間を要しており、現時点では一般公開に至

っていない。 

 

3-2 村民（生徒）による番組制作のアクション・リサーチ 
昨年度までに制作した多くの番組のうち、本研究が関与して制作した 3番組(昨年度報告書参照)

に加え、今年度は村民インタビューによる 2番組、野田中学校１年生の総合的な学習との連携によ

る 2番組の計 4番組を制作した。 

村民インタビューについては、これまで筆者らが長年に渡り信頼関係を構築している村民数名に

ヒアリングを実施し、直接的な被災経験をした村民の中から、現時点で経験を語ることができる人、

伝承するにふさわしい人物を推薦してもらい番組を制作した。一人目は、壊滅的な被害を受けた野

田漁港の漁業振興の功労者であり、これまでに 4度の津波を経験している長老 O氏である。O氏に

は、筆者らが野田村で実施しているフィールドワークの授業において何度も協力を得て、津波の経

験を語っていただいていたが、改めてアーカイブとして記録する趣旨を伝え、再度協力を得た。二

人目は、地元の郷土史会の会長である H氏である。H氏とも、これまでに何度も会っているが、東

日本大震災の経験を中心にじっくりと話を聴くのは、今回が初めてとなる。 

野田中学校 1年生の総合的な学習との連携番組は成果発表会の記録を中心に取り組んだ。この中

学校 1年生は、昨年度、本研究事業でラジオ番組の活用を試みてもらった学年である。 

（1）村民インタビューによるラジオ番組 

制作した 2番組の対象者の概要および語られた内容は表 1に示すとおりである。なお、番組はイ

ンタビューの録音データを、のだむラジヲ開局準備会の技術担当が編集し作成している。 
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O氏は昭和8年(1993年)3月 3日の昭和三陸津波、昭和35年(1960年)5月 23日のチリ地震津波、

昭和 43 年(1968 年)5 月 16 日の十勝沖地震津波と東日本大震災の 4回も津波を経験している。東日

本大震災では、O氏は避難する途中で津波高 3m という情報が入ったが、今回のはもっと大きいと感

じ、より高いところへ避難するよう周囲の者に声をかけたと語った。 

昭和三陸津波の時は、流された民家があったが、村民がいち早く壊れた家の柱や屋根の資材を回

収し高台に再建した様子を雄弁に語った。一方で今回の震災では村が主体となって復興が進められ、

漁業施設も道具も震災前より良くなったが、肝心の漁業就業者が減少していると語り、憂慮してい

た。また、明治 29 年(1986 年)6 月 15 日の明治三陸地震津波を経験した O氏の父は、津波で妹を亡

くし、自身も津波に流された経験を話し、O氏は聞いていたという。明治 29 年時点で O氏の自宅は、

現在の高台ではなく、堤防の近くにあったといい、明治三陸地震津波を経験し、集落の多くの住宅

が現在の高台に移転したという貴重な語りがあった。 

H 氏は震災当日の様子を鮮明に記憶しており、いち早く避難し村を一望できる高台から津波襲来

の一部始終の様子を見ていた。「港内の船が木の葉のように陸上に打ち上げられた。」、「（町内が）

『あぁ湖になったな』と思いました。でも（家が）流されたとは思っていないんです。本当に。」

と津波のリアルな様子や、自宅を津波で失った者の当時の意識を語り、経験していない者にも自宅

を失う悲しみが伝わる内容であった。 

また、H氏の曾祖母は 13 歳で明治三陸地震津波を経験し、曾祖母が生き残ったから今の自分が存

在し、津波が H氏にとって郷土史研究の柱の一つになっていると語った。しかし、昔は火災が多く、

震災の記録の資料が失われていることを残念だと述べた。しかし H氏の家で伝わる「津波の時は川

を渡るな」という教えや、村が指定する避難場所（愛宕神社境内）ではないところ（八幡神社）へ、

逃げた村民の証言などを記録し、後世へ語り継ぐ必要性を訴えた。 

O 氏、H 氏に共通するのは、東日本大震災以前の地震、津波の記憶、教えの大切さを述べ、村民

の経験の記憶を記録していくことの重要性が語られている。各家の教えてとしてだけでなく、地域

の記憶として活用していくためには、今回のような記憶を記録することが有用であると言える。 

さらに H氏は、津波記念碑建立を発議した当人でもあり、記念碑建立の経緯についても詳しく語

った。語られたことは、現時点ではどこにも記録されておらず、本番組は、記念碑に込められた村

民の想いを後世に伝える貴重な記録となった。 

 

表 1 制作したラジオ番組概要 

 元漁師（議員）の O ⽒ 郷⼟史会会⻑ H ⽒ 
対象者の 
概要 

村の漁業の功労者であり、⼤正 13 年
⽣まれの 93 歳の⻑⽼。 

漁業者が多く住む新⼭地区在住。 

元⾏政職員で地元の郷⼟史会の会⻑を務め
ている。⾃宅は被害が最も⼤きかった村の中
⼼市街地に位置し、⾃宅を失う。下肢が不⾃
由。 

実施⽇ 2018 年 12 ⽉ 2 ⽇ 2018 年 12 ⽉ 2 ⽇ 
ｲﾝﾀﾋﾞｭｱｰ 筆者ら（71 分） 筆者ら（104 分） 
番組時間 約 28 分 約 20 分 
主な内容 ・震災当⽇の体験談 

・過去の津波の経験と伝承について 
・復興についてﾞ 

・震災当⽇の体験談 
・先祖からの教えについて 
・記念碑建⽴の経緯について 

 

（2）野田中学１年生総合的な学習との連携による番組制作 

  昨年度、ラジオ番組の活用を試みてもらった、当時、野田小学校 6年生だった生徒たちは、今年、野田

中学校に進学した。震災当時、保育所の年中組で、震災の記憶が本人の記憶として残る最後の学年と言わ

れていることもあり、引き続き今年度も協力を依頼した。 

 野田中学校 1年生の生徒は、総合的な学習の時間をつかって、「野田村の良さを語れる人になろう」を

テーマに、村の歴史と村おこしに関する講演会、遠足学習、野田村の特産品に係る仕事をしている人への

取材を行い、2019 年 2 月の生涯学習発表会で報告を行った。 



 

6 

 

 本研究との連携としては、生涯学習発表会をラジオ番組風に実施し、それを録音することと、発表会後

に再度、番組制作に協力してもらった。発表会後の番組制作では、プロのラジオアナウンサーの協力を得

て、進行役を務めてもらった。生涯学習発表会では、野田村の特産品に係る仕事に注目した活動を紹介し

た.具体的には、バイオマスパワー、ふるさと納税（行政）、野田塩、南部福豚、野田焼、マリンローズ玉

川、漁師彫り、海産物の 8テーマの発表が行われた。その中で、発表後の番組制作にも協力してもらった

野田焼と海産物に関する語りを発表会の記録とその後の番組制作を比較する形で分析した。 

その結果、野田焼を取材した班は、発表会の中ですでに「Iさんはすごいと思いました。」、「野田焼をも

っと広め、多くの方に知ってほしいと思いました。」と自分たちの感想をしっかりと述べている。さらに発

表後の番組制作では、アナウンサーとの対話により「とことん一直線」、「作っていることも好きなのかな

と思いました。」といった、より豊かな表現で生徒たちが感じとったことが言語化されている。一方、海産

物の班は、発表会では「～そうです。」「～おっしゃられていました。」と終始、報告としての語りであった

が、番組制作ではアナウンサーが「印象に残ったことは？」、「どう思う？」と尋ねることにより、「すごい

と思った。」、「感動した。」と生徒自身の感想が語られた。 

 

表 2 語りの一部 

 生涯学習発表会での語り 発表会後の番組制作での語り 

野田焼 「I さんは、自分の作品で自然への畏敬の

念を示していきたいとおっしゃっていま

した。」 

「I さんは、作品をひとつずつ手に取り、

見た目や使い心地を試しているそうです。

慣れ親しんだものが野田焼だったらうれ

しいし、誇りや自信が持てるとおっしゃっ

ていました。」 

「I さんは、土にこだわり、自然を大切に

している気持ちがあって、野田焼は野田が

誇るべきものだと思いました。自分が好き

なことを仕事にして、夢を語れる Iさんは

すごいと思いました。野田焼をもっと広

め、多くの方に知ってほしいと思いまし

た。」 

（野田焼の焼き物をみてどうでしたか） 

「今までにみたことがないデザインの器だっ

たり、自然というか風のような感じがした。」 

 

（泉田さんはどんな印象の人でしたか） 

「好きなこと、とことん一直線というか、ま

っすぐな人だと思いました。」 

 

「こだわりを持っていて、野田焼自体も好き

だし、作っていることも好きなのかなと思い

ました。」 

海産物 「T さんは東日本大震災でご自身の大切な

船をなくされ、家族を守るためにどんな仕

事でもするという覚悟をされたそうです。

そんな絶望感の中でも希望という言葉を

胸にいいことがあると信じて荒海ホタテ

をつくっていたそうです。」 

「K さんは震災当時、漁業を再開するのは

無理だと思ったそうですが、（中略）みん

なの協力と努力のおかげで今は津波があ

ったことを忘れるくらい、年々、右肩あが

りで出荷しているそうです。」 

「野田村の復興について、漁師として浜か

ら良くしていきたいという想いを持って

いて、野田村全体で復興するよう一体とな

って頑張ってきたいとおっしゃられまし

た。」 

 

（印象に残ったことは） 

「震災があった後、野田村の人のため、家族

のために頑張った話がすごいと思いました。」 

（荒海団という名前はどう思う） 

「努力の証みたいな感じで、自分たちで頑張

っていますよという想いが込められているよ

うな感じがする」 

「荒海団は震災後に結成されたチームだけ

ど、グループでワカメやホタテの養殖を再開

させて、協力と努力で出荷量が年々右肩あが

りですごい。」 

（漁師として浜から良くしていきたいという

言葉がすごい。浜から津波が来たんだよね？

その浜から良くしていこうと言えるのは凄い

と思った。） 

「やっぱり話している中で、一番、浜が大変

だったけど、一番被害が大きかった浜から良

くしないと復興できないという想いに感動し

ました。」 

＊（    ）内はアナウンサーによる発言を示す。 
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(3)考察：貴重な記録、そして、モノローグからダイアローグへ 

昨年度の研究では、ラジオ番組がアーカイブとして活用できる可能性、またそのアーカイブが、地域アイ

デンティティを醸成するツールとして十分な価値を持つことを確認していた。特に番組制作は、住民自身に

よる災害の伝承手段として主流である手記や語り部活動とは異なり、第三者となるインタビュアーとの対話

から新たな語りが生み出される点に着目してきた。 

村民インタビューによる番組制作では、昨年度とは異なり、いわゆるインタビューの記録を編集して番組

を制作するという手法をとった。その結果、多くの対話の中から、貴重な記憶を発見することができ、当事

者による当事者のためのアーカイブズへと成長していく可能性も確認された。 

野田中学１年生総合的な学習との連携による番組制作では、手記や語り部と同類ともいえる発表会での報

告内容と、アナウンサーの進行による番組制作での語りを比較することで、対話による語りの成長や豊かさ

を確認することができた。 

手記や語り部は、当事者から聴き手への一方通行であり、モノローグとなりやすいが、番組制作では当事

者と聴き手の間に進行役となるアナウンサーやインタビュアーが存在することでダイアローグ（対話）とな

る。これまでのアーカイブでは、写真や手記などが多数を占め、インタビューなどのダイアローグ（対話）

の記録は非常に少ないことがわかっている。調査手法としてアクティブ・インタビューなど、聴き手と語り

手の相互行為による語りの活性化の重要性については既に指摘されているが、アーカイブの収集技法として、

ダイアローグ（対話）の重要性は、これまで指摘されてこなかった。本研究がめざすコミュニティ・アーカ

イブにおいては、よりダイアローグ（対話）が有用ではないかという新たな仮説が生まれ、今後の課題とし

たい。 

4 総合討論：コミュニティ FM を介した災害復興へのツールとしてのコミュニティ・アーカイブ 

昨年度の研究からは、コミュニティ FMが、緊急時だけでなく、復興過程においても地域住民のアイデン

ティティ強化に貢献しうることが示唆され、また、コミュニティ・アーカイブとしての機能をもつことから、

次の災害に向けた防災過程において番組の活用が可能であることが認められた。本年度は、その成果をもと

に、住民が主体となって進めて行くコミュニティ・アーカイブの作成へと進めることができた。まず、村民

インタビューによる番組制作では、インタビュー記録を編集して番組制作を行ったが、対話の中から、貴重

な記憶を発見することができ、当事者による当事者のためのアーカイブズへと成長していく可能性が確認さ

れた。次に、野田中学生との連携による番組制作では、手記や語り部と同類ともいえる発表会での報告内容

と、アナウンサーの進行による番組制作での語りを比較することで、対話による語りの成長や豊かさを確認

できた。 

ここでは、本研究を取りまとめるにあたり、コミュニティ・アーカイブをキーワードに本研究の知見と意

義を整理する。まず、アーカイブは静的な集積物ではない。アーカイブへの集積は、その対象の選択、整理、

保存などの過程が動的であり、アーカイブの利活用については、利活用の目的、環境などに応じて動的な対

応が求められる。こうした動的なアーカイブ（アーカイビング）について、アーカイブを作成、維持、利活

用する主体に注目し、アーカイブを巡る運動が社会にもたらす意義を射程に入れた議論としてコミュニテ

ィ・アーカイブの議論がある。本研究でも実地調査を行ったせんだいメディアテークの「３がつ１１にちを

わすれない」プロジェクトを推進した佐藤・甲斐・北野(2018)は、コミュニティ・アーカイブの特徴を次の

4点に整理した。 

 １．公的なアーカイブや国家の歴史において、無視されていたり、誤解されていたり、周縁化されてい

ることに対して、自分たちで博物館やアーカイブを作ろうとしていること 

 ２．自分たち自身のことばで自分たちの物語を語ろうとしていること 

 ３．コミュニティがアーカイブを管理することによって、何を保管し、何を破壊し、それらをどのよう

に記述し、どのような条件の下でそれらの記録にアクセスできるのかについての力をもつことがで

きること 

 ４．それによって、自分たちがどのように表象され、集合的・公的記憶のなかでどのように構築される

のかについて、一定程度のコントロールが可能になること 

１，２は当事者性の高い記録の重視、３，４は記録の利活用方法の検討に見られる恊働と整理することが
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できる。佐藤ら（2018)は、さらに、こうしたコミュニティ・アーカイブを、イリイチ(1973，訳 2015)のコ

ンヴィヴィアルな道具になり得るとしている。すなわち、コミュニティ・アーカイブを作っていく活動その

ものが、「専門家に占有されてしまった技術」を「よりよく生きるための道具に転換させる」営みであり、個々

人が周囲の事物や環境との間に、また周囲の人達との間に、自立しながらも相互に関わり合うことで、とも

に活き活きとしている状態を作り出すことにつながる。コミュニティ・アーカイブはそのための道具(コンヴ

ィヴィアルな道具）として位置づけられている。 

佐藤ら(2018)の「手持ちの素材を使って、ブリコラージュ的に、DIY 的に、草の根活動的にアーカイブを

作っていく試行錯誤」にこそ、アーカイブをコンヴィヴィアルな道具にしていく近道があるという指摘をも

とにすれば、本研究の成果を野田村の復興展示室にアーカイブしていったことは、コミュニティ・アーカイ

ブへの運動として位置づけられよう。上述のコミュニティ・アーカイブの要件に照らせば、本研究では、１．

２(当事者性の高い記録）については、ある程度達成できたと考えられる。すなわち、ラジオ番組という枠組

みそのものは「のだむラジヲ」が設定し、教員がそれを受容し、プロのアナウンサーによる中学生の番組が

作られた。また、筆者らがインタビューを行って「のだむラジヲ」の技術者に番組化してもらったものもあ

る。確かに、筆者らを含めて外部の者が関与しているが、それは野田村の復興をともに歩む外部者としての

参画である。本研究において、当事者性の高い記録が得られたと考えてもよかろう。一方、要件３．４(利活

用における恊働）は、野田村の復興展示室担当者との協議を進めているが、研究期間内に明確な利活用に向

けた仕組みを作り上げることはできなかったので、今後の課題として残ることとなった。 

コミュニティ・アーカイブは、手作り感があってよい。本研究の研究成果は、コミュニティ・アーカイブ

として評価の高い旧山古志村木籠集落の「郷見庵」のように手作りである。一方、閲覧する場所は野田村営

施設であり媒体は iPad である。来館者は、現代的なメディアから手作り感のある声を聴くことになる。過去

の津波や今回の避難の実態を学ぶことができるし、地元の子ども達の声で地元の特徴が伝わってくる。番組

形式を取っているので、長くもない。これなら自分にもできると感じる来館者がいれば、そこから草の根的

な運動が始まり、コンヴィヴィアルな道具としてのコミュニティ・アーカイブへと繋がっていくだろう。本

研究成果が、その契機の１つとなっていくことを願うし、筆者らもそのための努力－当面は、アーカイブと

なった番組の聴取システムの構築と企画展の運営など－を継続していくことを野田村役場とも検討している。 

コミュニティ FM の番組制作が災害復興・地域防災へと繋がることを目指してアクション・リサーチを展開

した本研究は、野田村のコミュニティ・アーカイブ運動へと繋がるという成果を得た。コミュニティ・アー

カイブ運動は、コンヴィヴィアリティの醸成へと繋がる運動であるのだから、まさに地域の災害復興の中核

となり防災へと展開されていくだろう。本研究の研究期間内には復興ラジオというラジオ局そのものは開設

されることはなかったが、ラジオ番組(形式)という電気通信媒体がコミュニティ・アーカイブを介して災害

復興・地域防災に寄与することを明らかにしたことを本研究の意義として確認しておきたい。 
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